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市の人口と予算
（　）内は前月比／前年同月比【人口・世帯】

【予算】

合計
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女
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一 般 会 計
特別・企業会計
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人
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2,619
1,311
1,308
1,881
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毎月1日・15日発行

〈8月1日現在〉

流山花火大会を正面席でゆったり見よう！有料観覧席A席の購入はお早めに（SS席、S席は完売）。

　最近運動していますか？いい汗流しています
か？流山市では、運動を通じた健康づくりを進
める「ヘルスアップ教室」を開催しています。
　ヘルスアップ教室は、特にメタボリックシン
ドロームに着目し、一人ひとりの基礎体力や筋
力に合わせたプログラムを作成。目標値
に向かって無理なく運動していきます。

　流山ヘルスアップ教室では、10月からのコー
スを募集します。体力アップやメタボリック
シンドロームの予防、改善を図ります。
　期間：平成20年10月～21年3月まで6カ月間
週２回（週１回の参加も可）
　教室：①江戸川台東ふれあいホール　
②生涯学習センター
　対象：30歳以上の市民および市内在勤者　
　定員：各コースとも20名程度（コース別表のとおり）
　参加費：12,750円（高機能歩数計5,250円、

システム使用料月額1,250円×6カ月分）
　申し込み：官製はがきに郵便番号、住所（市
内在勤者は勤務先も記入）、氏名（フリガナ）、
生年月日、電話番号、希望のコース（第３希
望まで記入）を明記のうえ、8月29日までに〠
270‒0192流山市役所国保年金課へ※ファクス
での申し込み可
　説明会：9月18日㈭・19日㈮・20日㈯のい
ずれか1日、生涯学習センターにて。ヘルスアッ
プ教室の説明と運動可否判定を行います。詳
細は参加者に通知
問国保年金課☎7150-6077 ＦＡＸ 7150-3309

コース名 曜日（週2回） 時　間（90分）

江
戸
川
台
東

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

江の1 月・金 9：20 ～10：50
江の2 火・土 9：20 ～10：50
江の3 木・日 9：20 ～10：50
江の4 月・金 11：10 ～12：40
江の5 火・土 11：10 ～12：40
江の6 木・日 11：10 ～12：40
江の7 月・金 15：30 ～17：00
江の8 火・土 15：30 ～17：00

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

生の１ 月・金 9：20 ～10：50
生の２ 火・土 9：20 ～10：50
生の３ 木・日 9：20 ～10：50
生の４ 月・金 11：10 ～12：40
生の５ 火・土 11：10 ～12：40
生の６ 木・日 11：10 ～12：40
生の７ 月・金 15：30 ～17：00
生の８ 火・土 15：30 ～17：00

　6カ月のコースを修了した参加者の皆さんは、スポーツクラブに通われたり、ご自
分で運動を続けられるなど、ほとんどの方が引き続き健康づくりに積極的なようです。
　「9キロ痩せてヒザの痛みがなくなり、整骨院に行かなくなった」という方を始め、
体重減で体が軽くなり、歩くこと、外出することが面倒でなくなったという方が多く
いました。また腹回りが8センチ細くなったという男性は、「それまで毎日1万歩歩い
ていたが、変化なし。ここへ来て劇的に痩せた」そう。ここでは理論に基づいたプロ
グラムで有酸素運動、筋力アップなどを行うので効率よくトレーニングすることがで
きます。「バランス良く食べること、基礎代謝をあげることが大切だと知った」と、栄
養や健康に対する意識が変わったという方もいました。

　8月3日に日曜情報センターで行われた「ヘルスアップ
体験教室」。たくさんの方が、エアロバイクや簡単な運
動を体験しました。

ヘルスアップ教室

健康都市
宣言
のまち

一
人
ひ
と
り
に
適
し
た

運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

　また一人ではなく、地域の仲間とともに
取り組んでいけるのも大きな特徴です。

　ヘルスアップ教室は、流山市を支える皆さん一人
ひとりの心と体の健康を願い行うものです。ぜひご
参加ください。
　なお、同じくメタボリックシンドロームの予防・
改善を図る、特定健診・特定保健指導のお知らせに
ついては5面をご参照ください。

体が軽くなり、
気持ちも前向きに

ヘルスアップ教室
の卒業生の皆さん

参加者募集

問流山市商工会☎7158－6111
　市商工課☎7150－6085
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災
害
時
要
援
護
者
と
は

　

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
必

要
な
情
報
を
把
握
し
安
全
な
場
所

に
避
難
す
る
な
ど
、
災
害
時
の
一

連
の
行
動
を
と
る
の
に
支
援
が
必

要
な
人
を
「
災
害
時
要
援
護
者
」

と
い
い
ま
す
。
一
般
的
に
は
高
齢

者
や
心
身
障
害
者
の
ほ
か
、
乳
幼

児
や
妊
婦
、
外
国
人
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

計
画
を
策
定
し
避
難
支
援

対
策
を
推
進

　

市
で
は
、
要
援
護
者
を
災
害
か

ら
守
る
た
め
、
流
山
市
地
域
防
災

計
画
に
基
づ
き
、「
流
山
市
災
害
時

要
援
護
者
避
難
支
援
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
避

難
支
援
体
制
の
確
保
や
日
ご
ろ
か

ら
の
備
え
な
ど
、
災
害
発
生
時
に

お
け
る
避
難
支
援
対
策
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

要
援
護
者
一
人
ひ
と
り
に

計
画
書
を
作
成

　

具
体
的
に
は
、
災
害
時
の
要
援

護
者
を
把
握
し
て
「
災
害
時
要
援

護
者
名
簿
」
を
作
成
し
、
一
人
ひ

と
り
の
「
災
害
時
避
難
支
援
個
人

計
画
書
」
を
作
成
し
ま
す
。
こ
の

計
画
書
は
、
災
害
時
要
援
護
者
名

簿
か
ら
、
希
望
す
る
方
に
個
人
情

報
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
同
意
を
得
て
作
成
す
る
も
の
で
、

家
族
の
連
絡
先
や
同
居
の
状
況
に

加
え
、
災
害
時
の
避
難
支
援
者
を

記
載
し
ま
す
。
要
援
護
者
個
人
に

対
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
支
援
者
を

決
め
て
お
く
こ
と
で
、
迅
速
な
避

難
支
援
を
行
い
ま
す
。

避
難
支
援
連
絡
会
議
を
設
置

　

ま
た
、
災
害
時
要
援
護
者
避
難

支
援
連
絡
会
議
を
設
置
し
、
各
種

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
福
祉
関
係

団
体
、
自
治
会
な
ど
、
支
援
者
と

な
っ
て
い
た
だ
け
る
団
体
・
個
人

に
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

支
援
者
に
は
、
要
援
護
者
の
日

ご
ろ
か
ら
の
災
害
時
に
備
え
て
の

見
守
り
に
加
え
、
災
害
時
の
安
否

確
認
、
救
出
・
救
護
、
避
難
支
援

な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

災
害
時
の
要
援
護
者
の
避
難

支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、

要
援
護
者
の
身
近
な
地
域
社
会
の

支
援
が
必
要
で
す
。

計
画
の
内
容
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で

　

市
で
は
、
今
年
度
か
ら
こ
の
災

害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
計
画
の

具
体
的
な
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

皆
さ
ん
の
地
域
で
も
災
害
時
の

要
援
護
者
の
避
難
支
援
に
つ
い
て

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
流
山
市
災
害
時
要
援
護

者
避
難
支
援
計
画
」
は
、
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
、
図
書
館
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

問
社
会
福
祉
課

☎
７
１
５
０―

６
０
７
９

災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
計
画
を
策
定

一
人
ひ
と
り
の
避
難
を
支
援

　

こ
と
し
6
月
に
多
く
の
方
々
が

被
災
し
た
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
は
、

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
昨
年

7
月
に
も
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
が

発
生
す
る
な
ど
、
い
つ
ど
こ
で
地
震

が
起
こ
っ
て
も
不
思
議
で
な
い
地
震

大
国
・
日
本
。
不
意
に
遭
遇
す
る
災

害
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
が
大

切
で
す
。

　

市
で
は
、
9
月
1
日
の
防
災
の
日

を
前
に
8
月
24
日
㈰
に
八
木
南
小

学
校
で
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
流
山
市
地
域
防
災
計
画
に
基

づ
く
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
計

画
を
策
定
す
る
な
ど
、
災
害
に
対
す

る
備
え
を
進
め
て
い
ま
す
。

災害から命を守る、
日ごろの備えと地域のきずな

　

大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
た
と

き
、
慌
て
ず
適
切
な
行
動
が
取
れ

る
よ
う
に
、
市
で
は
毎
年
「
総
合

防
災
訓
練
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
と
し
は
、
八
木
南
小
学
校
を

会
場
に
、
８
月
24
日
、
会
場
周
辺

の
自
治
会
、
警
察
署
、
陸
上
自
衛

隊
な
ど
、
防
災
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
要
援
護
者
の
避
難
も

想
定
し
た
周
辺
自
治
会
に
よ
る
会

場
ま
で
の
避
難
誘
導
訓
練
を
始
め
、

陸
上
自
衛
隊
、
日
本
救
助
犬
協
会

に
よ
る
救
助
訓
練
、
医
師
会
、
歯

科
医
師
会
に
よ
る
救
護
訓
練
、
参

加
者
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
、
消

防
署
・
消
防
団
に
よ
る
救
助
・
救

急
お
よ
び
火
災
防
御
訓
練
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　

会
場
に
は
、
災
害
時
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
や
電
気
火
災
の
防
止
方
法
、

ガ
ス
が
使
え
な
く
な
っ
た
と
き
の

対
処
方
法
な
ど
を
紹
介
し
た
展
示

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
起
震
車
や
梯
子
車
の
乗
車
体

験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
訓
練
に
参
加
し
て
、
防

災
に
つ
い
て
の
知
識
と
実
践
力
を

身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

期
日
：
８
月
24
日
㈰

　

※
雨
天
中
止

　

時
間
：
９
時
55
分
～
11
時
30
分

　

場
所
：
八
木
南
小
学
校

　

問
安
心
安
全
課

☎
７
１
５
０―

６
３
１
２　

　非常持出品は、家族構成を考えて用意し、
避難時にすぐ取り出せる場所に保管してお
きましょう。この非常持出品は、災害発生
時に最初に持ち出す「非常持出品」と、災害
から復旧するまでの数日間を支える「非常備
蓄品」を分けて用意することも必要です。
　チェック表はひとつの目安ですが、乳幼
児や要介護者、妊婦などご家族の構成によっ
て哺乳びんや補助具などさまざまなものが
考えられます。
　日ごろからご家族で話し合って準備をし
ておくことが必要です。

非常時持ち出し品リスト
非常の際、すぐに持ち出せるようにリュッ
クサックに詰め、目の付きやすい場所に。
非常食（火を通さないで食べられるもの）
飲料水 懐中電灯
携帯ラジオ 予備電池
雨具 衣類
救急セット マッチやライター
ティッシュペーパー
食品包装用ラップフィルム

備蓄品リスト
災害復旧までの生活を支えるもので、食料
や飲料水は３日分は用意。
非常食（米は必ず用意）
飲料水（1日1人３リットルを目安に）
簡易ガスコンロ 固形燃料
割りばし コップ

災害対応品リスト
倒壊した家屋から脱出したり、初期消火の
ために用意。
おの ハンマー
スコップ のこぎり
バール 防水シート
消火器 バケツ
水のくみ置き

非常持出品 を備えよう

総
合
防
災
訓
練
に
参
加
を

８
月
24
日　

八
木
南
小
学
校
で

　

７
月
31
日
、
千
葉
県
消
防
学
校

（
千
葉
市
）
で
行
わ
れ
た
、
第
37

回
消
防
救
助
技
術
関
東
地
区
指
導

会
で
、
流
山
市
消
防
本
部
の
チ
ー

ム
が
障
害
突
破
の
部
で
見
事
2
位

に
入
賞
。
19
年
ぶ
り
に
全
国
大
会

へ
駒
を
進
め
る
快
挙
を
成
し
遂
げ

ま
し
た
。

　

大
会
種
目
は
、
陸
上
の
部
と
水

上
の
部
の
２
部
か
ら
な
り
、
さ
ら

に
陸
上
の
部
は
引
揚
救
助
、
ロ
ー

プ
ブ
リ
ッ
ジ
救
出
な
ど
4
部
に
分

か
れ
ま
す
。
流
山
市
消
防
チ
ー
ム

が
出
場
し
た
障
害
突
破
の
部
は
、

5
人
1
組
で
５
カ
所
に
設
け
ら
れ

た
障
害
を
突
破
し
、
そ
の
確
実
性

と
走
破
タ
イ
ム
を
競
う
も
の
。
県

大
会
を
勝
ち
抜
い
た
強
豪
26
チ
ー

ム
の
中
、
標
準
タ
イ
ム
１
９
５
秒

の
と
こ
ろ
94
・
２
秒
の
好
タ
イ
ム

を
叩
き
出
し
ま
し
た
。

　

流
山
市
の
チ
ー
ム
は
宇
佐
見
圭

介
（
消
防
士
長
）、植
田
雅
巳
（
消

防
士
長
）、
遠
藤
勉
（
消
防
士
）、

安
部
雄
一
（
消
防
士
）、
知
久
隼

人
（
消
防
士
）
の
５
名
。

　

宇
佐
見
消
防
士
長
は
「
職
場
の

皆
さ
ん
や
家
族
の
支
え
で
こ
こ
ま

で
が
ん
ば
っ
て
こ
れ
ま
し
た
。
全

国
大
会
で
も
良
い
結
果
を
残
し
た

い
」
と
話
し
、「
目
指
す
は
…
？
」

の
問
い
に
少
し
間
を
お
い
て
「
1

位
で
す
！
」
と
力
強
く
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。
今
月
29
日
に
福
岡
県

で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
で
の
健
闘

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

19
年
ぶ
り
に
全
国
大
会
出
場
へ

流
山
市
消
防
チ
ー
ム
が
関
東
大
会
2
位
の
快
挙

医師会等による救護訓練梯子車の乗車体験も
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市
教
育
委
員
会
で
は
、
生
涯
学

習
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

同
審
議
会
は
、
市
長
や
教
育
委

員
会
の
諮
問
に
応
じ
、
生
涯
学
習

の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
重
要

事
項
お
よ
び
生
涯
学
習
に
関
す
る

事
業
な
ど
を
調
査
・
審
議
す
る
も

の
で
す
。

　

応
募
資
格
：
20
歳
以
上
で
生
涯

学
習
に
つ
い
て
学
識
経
験
の
あ
る

方
　

募
集
人
員
：
５
人

　

活
動
内
容
：
年
３
回
程
度
の
会

議
　

任
期
：
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

　

報
酬
：
日
額　

７
２
０
０
円

　

応
募
方
法
：「
私
の
考
え
る
豊

か
な
生
涯
学
習
都
市
流
山
」
に

つ
い
て
８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、

生
涯
学
習
課
で
配
布
の
応
募
用
紙

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
可
）
に
必
要
事
項
を
明

記
の
上
、
８
月
29
日
（
必
着
）
ま

で
に
〠
２
７
０―

０
１
９
２
流
山

市
役
所
生
涯
学
習
課
へ
郵
送
ま
た

は
持
参
。
※
応
募
用
紙
な
ど
は
返

却
し
ま
せ
ん　

　

選
考
：
書
類
審
査
の
上
、
面
接

　

問
生
涯
学
習
課

☎
７
１
５
０―

６
１
０
６

　

市
で
は
、
住
宅
を
建
て
ら
れ
る

方
に
、
市
施
行
の
西
平
井
・
鰭
ケ

崎
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
地
区

内
の
保
留
地
５
区
画
（
図
参
照
）

を
販
売
し
ま
す
。

　

区
画
面
積
・
販
売
価
格
：
別
表

の
と
お
り

　

保
留
地
購
入
申
込
受
付
期
間
：

8
月
25
日
㈪
～
9
月
16
日
㈫

　

保
留
地
現
地
案
内
：
平
日
（
9

時
～
17
時
）
…
西
平
井
・
鰭
ケ
崎

地
区
区
画
整
理
事
務
所

受
付
期
間
中
の
土
・
日
曜
、
祝
日

（
10
時
～
17
時
）
…
現
地
案
内
所

（
図
参
照
）

　

公
開
抽
選
会
：
申
込
者
多
数
の

場
合
は
、
公
開
抽
選
会
を
９
月
21

日
㈰
10
時
か
ら
同
事
務
所
で
行
い

ま
す
。

　

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

問
西
平
井
・
鰭
ケ
崎
地
区
区
画

整
理
事
務
所

☎
７
１
５
７―

６
１
０
０

学
識
経
験
の
あ
る
方
ご
応
募
を

生
涯
学
習
審
議
会
委
員
を
募
集

　

市
で
は
、「
男
女
共
同
参
画
審

議
会
委
員
」
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

新
た
な
委
員
13
人
を
決
定
し
ま
し

た
。

　

こ
の
審
議
会
は
、
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
の
推

進
に
幅
広
い
意
見
を
い
た
だ
く
た

め
の
も
の
で
す
。
任
期
は
8
月
28

日
か
ら
平
成
22
年
8
月
27
日
ま
で

の
２
年
間
で
す
。
新
委
員
は
次
の

と
お
り
。

〈
順
不
同
、
敬
称
略
〉

【
学
識
経
験
を
有
す
る
方
】

　

大
村
芳
昭
、
西
山
恵
美
子

【
団
体
か
ら
の
推
薦
に
よ
る
方
】

　

吉
田
洋
子
、
平
島
彰
子

　

種
田
武
治
、
秋
谷
芳
美

　

大
輪
日
出
夫
、
小
倉
節
子

【
公
募
に
よ
る
方
】

　

金
井
直
美
、
栗
田
和
弘

　

管
原
佳
子
、
牧
尚
輝

　

和
田
登
志
子

　

問
企
画
政
策
課

☎
７
１
５
０―
６
０
６
４

男
女
共
同
参
画
審
議
会

新
委
員
13
人
を
決
定

　

本
市
で
は
、
公
園
、
街
路
樹
、

学
校
の
病
害
虫
防
除
に
は
人
体
に

安
全
な
薬
剤
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
住
宅
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

で
も
薬
剤
散
布
に
当
た
っ
て
は
、

可
能
な
限
り
子
ど
も
や
化
学
物
質

過
敏
症
の
方
に
影
響
の
な
い
薬
剤

の
使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
薬
飛
散
に
よ
る
被
害
の

　

発
生
を
防
ぐ
た
め
に

　

①
農
薬
を
使
用
し
な
い
方
法
を

考
え
ま
し
ょ
う
。
病
害
虫
対
策
は

捕
殺
や
防
虫
網
、
枝
切
り
で
、
雑

草
は
早
期
に
草
取
り
を
し
た
り
、

タ
マ
リ
ュ
ウ
を
植
え
る
、
チ
ッ
プ

や
砂
利
を
敷
く
な
ど
で
対
応
を
。

　

②
「
毎
年
こ
の
時
期
に
散
布
し

て
い
る
か
ら
」
と
定
期
的
に
農
薬

を
散
布
す
る
の
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

　

③
農
薬
の
使
用
は
散
布
以
外
の

誘
引
、
塗
布
、
粒
剤
な
ど
を
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

　

④
ど
う
し
て
も
散
布
せ
ざ
る
を

得
な
い
時
は
、
害
虫
発
生
個
所
の

み
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
近
く
を

通
行
す
る
人
に
看
板
な
ど
で
、
農

薬
を
使
用
す
る
目
的
、
散
布
日
時
、

使
用
農
薬
の
種
類
、
希
釈
倍
率
、

使
用
量
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。
近
隣

に
学
校
や
通
学
路
が
あ
る
場
合
は
、

学
校
な
ど
に
連
絡
を
。
ま
た
、
散

布
中
や
散
布
後
も
直
接
触
ら
な
い

よ
う
、
散
布
場
所
に
看
板
な
ど
で

表
示
し
ま
し
ょ
う
。

　

※
詳
し
く
は
、
農
林
水
産

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
農
薬
コ
ー

ナ
ー
」、
ま
た
は
環
境
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
農
薬
対
策
関
係
、公
園
・

街
路
樹
等
病
害
虫
・
雑
草
管
理
暫

定
マ
ニ
ュ
ア
ル
他
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い

　

問
環
境
政
策
課

☎
７
１
５
０―

６
０
８
３

み
ど
り
の
課

☎
７
１
５
０―

６
０
９
２

住
宅
地
な
ど
で
は
周
囲
に
気
遣
い
を

農
薬
の
使
用
は
最
小
限
に

　市では、平成20年度中
の議会への上程を目指し

て、自治基本条例の作成作業
に取り組んでいます。現在は、
市民協議会と市の代表者、学
識経験者による策定調整会議
が終了し、自治基本条例案の
取りまとめ作業を行っていると
ころです。

Q：どのようなことを決める
の？
A：自治基本条例では、市を
運営していくための基本理念
や情報共有、市民参加や協働
の原則などのほか、行政運営
や議会運営の原則などを定め
ていくこととなります。また、
この基本的なルールを実行し
ていくための市民、行政、議
会の役割なども盛り込む方向
で検討しています。

問い合わせ：企画政策課
☎7150−6064

教
え
て
！
自
治
基
本
条
例 

そ
の
⑤
︲
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
決
め
る
の
？

自治
基本条例 保

留
地
５
区
画
を
販
売

西
平
井
・
鰭
ケ
崎
地
区
の
一
般
住
宅
用
保
留
地

① ② ③ ④ ⑤
面積（㎡） 145.96 157.26 160.00 159.26 157.07
1㎡単価 182,000円 184,000円 177,000円 186,000円 186,000円

価格 26,564,720
円

28,935,840
円

28,320,000
円

29,622,360
円

29,215,020
円

　

市
で
は
、
９
月
29
日
か
ら
戸

籍
の
電
算
化
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

化
）
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
戸
籍
の
届
出
か
ら
証
明

書
交
付
ま
で
の
時
間
を
短
縮
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
電
算
化
さ
れ
る
戸
籍
は
、

流
山
市
に
本
籍
の
あ
る
方
の
戸
籍

の
み
で
す
。
住
民
登
録
が
あ
っ
て

も
、
本
籍
が
市
外
に
あ
る
方
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
電
算
化
に
よ
る
主
な
改
正
点
】

　

◎
戸
籍
の
氏
名
は
、
常
用
漢

字
・
人
名
漢
字
・
漢
和
辞
典
な
ど

に
載
っ
て
い
る
文
字
（
正
字
）
で

記
載
さ
れ
ま
す
。
書
き
癖
な
ど
に

よ
り
正
字
と
は
異
な
る
字
形
で
記

載
さ
れ
て
い
る
文
字
は
、
そ
の
文

字
に
対
応
す
る
正
字
で
記
録
し
ま

す
。
対
象
と
な
る
方
に
は
文
書
で

事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

◎
戸
籍
の
証
明
書
の
様
式
が
Ａ

４
版
の
横
書
き
と
な
り
、
項
目
ご

と
の
記
載
と
な
る
た
め
、
読
み
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

◎
戸
籍
謄
本
が
「
全
部
事
項
証

明
」、
戸
籍
抄
本
が
「
個
人
事
項

証
明
」
に
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

　

※
戸
籍
の
電
算
化
は
、
本
籍
や

住
所
が
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
免
許
証
や
保
険
証
な

ど
の
変
更
手
続
き
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん

【
お
お
た
か
の
森
出
張
所
の
休

業
】

　

戸
籍
電
算
化
に
伴
う
シ
ス
テ
ム

変
更
作
業
の
た
め
、
9
月
27
日
㈯

は
お
お
た
か
の
森
出
張
所
を
休
業

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

問
市
民
課

☎
７
１
５
０―

６
０
７
５

よ
り
手
続
き
を
ス
ム
ー
ズ
に

9
月
29
日
か
ら
戸
籍
を
電
算
化

【

】

至流山 至つくば

至馬橋至東京

平
和
台
駅

流
山

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅

南
流
山
駅

JR
武
蔵
野
線

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

南流
山駅

流
鉄
流
山
線

鰭
ケ
崎
駅

至府中本町

●
現地案内所

①
②

⑤
③

④

●

調整池
保留地
売出区域

区画整理
事業区域

区画整理事務所
●●

JA流山支店

●
現地案内所

●調整池●調整池

至秋葉原

区画整理事務所
●●

JA流山支店

西平井保育園

現地案内所

保留地販売位置
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市
で
は
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

計
画
に
沿
っ
て
、
次
の
２
事
業
に

つ
い
て
事
業
者
の
募
集
を
行
い
ま

す
。

【
事
業
者
募
集
事
業
】

○
精
神
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

養
成
研
修
事
業

○
移
動
介
護
従
事
者
（
知
的
障
害

者
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
）
養
成
研
修

事
業

　

募
集
期
間
：
8
月
15
日
㈮
～
29

日
㈮

　

応
募
・
選
考
：
選
考
は
、
原
則

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
（
注
）
に
よ

り
行
い
ま
す
。
応
募
方
法
な
ど
詳

細
は
、
障
害
者
支
援
課
に
直
接
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
注
）
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
…
応

募
者
の
提
案
の
中
か
ら
企
画
力
、

技
術
力
、
経
験
な
ど
を
適
切
に
判

断
し
て
受
託
者
を
選
定
す
る
方
法

　

問
障
害
者
支
援
課

☎
７
１
５
０―

６
０
８
１

精
神
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
事
業
な
ど
2
事
業

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
事
業
者
を
募
集

　

健
康
保
険
で
は
、
1
人
が
１
カ

月
に
同
一
の
医
療
機
関
な
ど
で
、

一
定
額
以
上
の
医
療
費
が
か
か
っ

た
場
合
、
保
険
診
療
分
に
つ
い
て

高
額
療
養
費
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
19
年
中
の
所
得
の
決
定
に

伴
い
、
平
成
20
年
８
月
診
療
分
か

ら
の
自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り

ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費
】

　

表
1
・
2
の
自
己
負
担
限
度
額

を
超
え
て
、
同
月
内
に
ひ
と
つ
の

医
療
機
関
な
ど
で
支
払
っ
た
医
療

費
が
高
額
療
養
費
と
し
て
給
付
さ

れ
ま
す
。

　

申
請
に
よ
り
高
額
療
養
費
を
直

接
医
療
機
関
に
支
払
う
制
度
も

　

70
歳
未
満
の
方
に
つ
い
て
は
、

「
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認

定
」
を
受
け
る
こ
と
で
、
入
院
の

際
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
の
支
払

い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な

り
ま
す
。
限
度
額
適
用
認
定
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
国
保
年
金
課
へ

申
請
を
。

　

ま
た
、
す
で
に
認
定
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
も
、
保
険
証
の

更
新
に
伴
い
、
再
度
申
請
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
※
保
険
料
に
滞
納

が
あ
る
場
合
は
、
認
定
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
高
額

療
養
費
】

　

同
月
内
の
診
療
で
自
己
負
担
限

度
額
を
超
え
た
金
額
が
高
額
療
養

費
と
し
て
給
付
さ
れ
ま
す
（
表
2

参
照
）。

　

高
額
療
養
費
に
該
当
し
た
方
に

は
、
市
か
ら
申
請
書
が
郵
送
さ
れ

ま
す
の
で
申
請
を
。
一
度
手
続
き

を
す
る
と
、
次
回
か
ら
は
登
録
し

た
金
融
機
関
の
口
座
に
振
り
込
ま

れ
ま
す
。
な
お
、
入
院
の
場
合
は
、

１
カ
月
の
一
部
負
担
金
は
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

非課税世帯の方の入院時食事療養費
表３　１食当たりの入院中の食事代（通常1食260円）

対　象
入院日数

市民税非課税世帯（国
保加入者）および70
歳以上で低所得Ⅱの方

70歳以上
で低所得Ⅰ
の方

90日までの入院 1食　210円
１食100円90日を超える入院（過

去12カ月の入院日数） 1食　160円

※低所得Ⅱ・Ⅰについては、表2注釈参照

国民健康保険および後期高齢者医療の高額療養費
表1　70歳未満の方の自己負担限度額
○自己負担限度額（月額）

３回目まで ４回目以降

一般
80,100円

医療費が267,000円を超えた場合
は、その超えた分の１％を加算

44,400円

上位
所得者

150,000円
医療費が500,000円を超えた場合
は、その超えた分の１％を加算

83,400円

市民税非
課税世帯 35,400円 24,600円

　※ 4回目以降とは、過去12カ月間に、一つの世帯での支給が4
回以上あった場合の4回目以降の限度額
　※上位所得者とは、基礎控除（33万円）後の総所得金額などが
600万円を超える世帯の方

表2　70歳以上の方および後期高齢者医療の方の自己負
担限度額
○自己負担限度額（月額）

外来の限度額
（個人ごと）

入院および世帯ごとの
限度額

一　般 12,000円 44,400円

現役並み
所 得 者 44,400円

80,100円
医療費が267,000円を超えた
場合は、その超えた分の1％
を加算
（4回目以降44,400円）

低所得Ⅱ
8,000円

24,600円
低所得Ⅰ 15,000円
　※ 低所得Ⅱとは、世帯主および世帯全員が市民税非課税の方  
　※ 低所得Ⅰとは、世帯主および世帯全員が市民税非課税かつ
各種収入などから必要経費・控除（年金の所得は控除額を80万円
として計算）を差し 引いた所得が０円となる世帯に属する方
　※現役並み所得者とは市民税の課税標準の総所得が145万円
以上の方。ただし、国民健康保険は70歳以上74歳までの方の収
入の合計が、後期高齢者医療は75歳以上（65歳以上の障害認定
の被保険者を含む）の方の収入の合計が、2人以上の場合は520
万円未満、1人の場合は383万円未満であると申告した場合は「一
般」の区分となります 
　※平成21年4月から、70歳以上75歳未満で一般の方は「外来
の限度額（個人ごと）」が24,600円に、「入院および世帯ごとの限
度額」が62,100円になります

労働条件をめぐる
トラブルでお困りの方
　千葉県労働委員会では、個々
の労働者と使用者の間で解雇、
配転、賃金、いじめなどのト
ラブルが生じたとき、迅速な
解決をお手伝いします（個別
的労使紛争のあっせん）。
　労働者、使用者どちらから
の申請も受け付けます。公正・
中 立 な 立 場 で あ っ せ ん し ま
す。簡単な手続き、費用は無料、
秘密厳守です。
　※詳細はホームページ（http://
www.pref.chiba.lg.jp/chiroui/index.
html）をご覧ください
　問千葉県労働委員会事務局
☎043―231―2131

　

中
途
退
職
や
定
年
退
職
に
よ
り

再
就
職
活
動
を
し
て
い
る
中
・
高

年
齢
者
の
仕
事
探
し
を
応
援
し
ま

す
。
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
面

接
の
心
構
え
、
求
人
情
報
の
収
集

の
コ
ツ
や
基
礎
的
な
履
歴
書
、
経

歴
書
、
添
え
状
の
書
き
方
を
「
ち

ば
仕
事
プ
ラ
ザ
」
か
ら
派
遣
さ
れ

る
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

指
導
し
ま
す
。
ま
た
、
公
共
職
業

訓
練
の
紹
介
も
行
い
ま
す
。

　

▽
日
程
＝
9
月
27
日
㈯
▽
時
間

＝
13
時
～
16
時
▽
会
場
＝
江
戸
川

台
駅
前
庁
舎
３
階
地
域
職
業
相

談
室　

※
専
用
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
▽
対
象
＝
35
～
65
歳

の
求
職
者
▽
定
員
＝
15
人
（
先
着

順
）
▽
持
ち
物
＝
筆
記
用
具
▽
申

し
込
み
＝
商
工
課
に
電
話
ま
た
は

地
域
職
業
相
談
室
窓
口
で
直
接
申

し
込
み

　

問
商
工
課

☎
７
１
５
０―

６
０
８
５

地
域
職
業
相
談
室

☎
７
１
５
６―

７
８
８
８

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
指
導

中
・
高
年
齢
者
の
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

65
歳
以
上
の
方
で
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
は
、
申
請
に
よ

り
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
認
定
さ
れ
る
と
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
へ
の
加
入
が
選
択

で
き
ま
す
。
な
お
、
申
請
の
際
に

は
、
障
害
者
手
帳
や
健
康
保
険
証

が
必
要
で
す
。

　

該
当
要
件
：
①
身
体
障
害
者
手

帳
の
１
～
3
級
の
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
音
声
機
能
、

言
語
機
能
ま
た
は
そ
し
ゃ
く
機
能

障
害
で
4
級
の
方

③
身
体
障
害
者
手
帳
の
下
肢
機
能

障
害
で
4
級
の
第
１
・
第
3
・
第

4
号
に
該
当
の
方

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

1
・
2
級
の
方

⑤
療
育
手
帳
の
重
度
の
方

国
保
・
後
期
高
齢
者

高
額
療
養
費
と
入
院
時
食
事
代
に
つ
い
て

問
国
保
年
金
課

☎
７
１
５
０―

６
０
７
７

高
齢
者
生
き
が
い
推
進
課

☎
７
１
５
０―

６
０
８
０

申
請
で
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
該
当
に

高
額
療
養
費
の
算
定
年
度
が
変
更

①
入
院
時
食
事
療
養
費
の
減
額
申

請
（
非
課
税
世
帯
対
象
）

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
が
、

入
院
中
に
一
部
負
担
す
る
「
入
院

時
食
事
療
養
費
」
の
減
額
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
（
負
担
額
に
つ
い

て
は
表
3
参
照
）。

②
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

入
院
時
の
食
事
代
な
ど
を
軽
減

額
認
定
の
申
請
（
70
歳
以
上
の
非

課
税
世
帯
対
象
）

　

70
歳
以
上
の
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
が
入
院
し
た
場
合
に
、
同

一
の
医
療
機
関
で
１
カ
月
に
支
払

う
入
院
費
が
限
度
額
ま
で
に
な
る

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
」
の
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
（
限
度
額
に
つ
い
て
は
表
２
低

所
得
Ⅰ
・
Ⅱ
参
照
）。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

で
、
①
②
に
該
当
の
方
に
は
申
請

書
を
郵
送
し
ま
し
た
。

　

申
請
方
法

　

保
険
証
、
入
院
が
90
日
を
超
え

た
場
合
に
は
領
収
書
、
転
入
者
な

ど
は
非
課
税
で
あ
る
こ
と
を
証
明

で
き
る
書
類
を
持
参
し
、
国
保
年

金
課
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加

入
者
は
高
齢
者
生
き
が
い
推
進
課
）

へ　

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を



5 健康/子育て 第1168号　平成20年8月15日（金）

　①小学3・4年生　毎週
土曜10時〜12時　②小学
5・6年生　毎週木曜コー
ス16時30分〜18時30分、
毎週土曜コース13時〜15
時
　▷会場＝流山市シルバ
ー人材センター　▷対象
＝市内在住の児童　▷定
員＝若干名（先着順）　▷
費用＝3,000円／月　▷
申し込み＝電話で同セン
ターへ
　問㈳流山市シルバー人
材センター
☎7155―3669

子育てしながら
就職を目指す方を
サポートします！

　お子さんと一緒に利用し
やすい環境（キッズスペー
スやベビーチェア）で、保育
施設や子育て支援サービス
に関する情報を提供します。
また、就職に関しても担当
者制による一貫したきめ細
かいサポートを行います。
　業務時間：月〜金曜８時
30分 〜19時、 土 曜10時 〜
17時（祝日、年末年始を除く）
　問ハローワーク松戸
☎047―367―8609

　

夏
休
み
に
消
防
署

の
放
水
訓
練
な
ど
の

仕
事
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

▽
日
程
＝
8
月
17

日
㈰
▽
時
間
＝
8
時

～
12
時
▽
会
場
＝
中

央
消
防
署
※
駐
車
場

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

公
共
交
通
機
関
の
ご
利
用
を
▽

内
容
＝
起
震
車
体
験
、
消
火
訓

練
、
消
防
車
両
で
の

記
念
撮
影
な
ど
▽
対

象
＝
小
学
生
▽
定
員

＝
30
人
（
先
着
順
）

▽
費
用
＝
無
料
▽

持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、

タ
オ
ル
、
水
筒
▽
申

し
込
み
＝
電
話
で
中

央
消
防
署
へ

　

問
中
央
消
防
署

☎
７
１
５
８―

０
２
６
６

ち
び
っ
こ
消
防
士
集
ま
れ

　

平
成
20
年
度
か
ら
基
本
健
康
診

査
に
か
わ
っ
て
、
国
保
加
入
者
に

は
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指

導
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加

入
者
に
は
健
康
診
査
が
始
ま
り
ま

す
。
対
象
と
な
る
方
に
は
、
８
月

下
旬
に
受
診
券
を
郵
送
し
ま
す
の

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

特
定
健
康
診
査

【
特
定
健
康
診
査
の
対
象
と
な
る

方
】

　

平
成
20
年
４
月
１
日
時
点
で
、

流
山
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
40
歳
以
上
74
歳
未
満
の
方

（
４
月
２
日
以
降
に
国
民
健
康
保

険
に
加
入
さ
れ
た
方
の
健
康
診
査

に
つ
い
て
は
、保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

７
１
５
４―

０
３
３
１
）
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

【
受
診
方
法
・
健
診
の
項
目
は
】

⑴
実
施
時
期　

９
月
１
日
～
10
月

31
日

⑵
持
ち
物　

市
か
ら
郵
送
さ
れ
た

「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
・
質
問

票
」
と
保
険
証
を
受
診
券
裏
面
に

記
載
さ
れ
て
い
る
実
施
医
療
機
関

の
受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

⑶
費
用

◦
40
歳
以
上
64
歳
ま
で
の
方
は
自

己
負
担　

１
０
０
０
円

◦
65
歳
以
上
の
方　

無
料

◦
非
課
税
世
帯
の
方　

無
料
（
受

診
前
に
国
保
年
金
課
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
）

⑷
健
診
項
目　

問
診
、
診
察
、
身

体
計
測
、
血
圧
測
定
、
血
液
検
査
、

尿
検
査
な
ど

⑸
健
診
結
果　

健
診
の
結
果
は
、

実
施
医
療
機
関
か
ら
通
知
。
健
診

結
果
に
応
じ
て
、
個
別
の
特
定
保

健
指
導
が
あ
り
ま
す
。 

【
そ
の
他
】

　

今
年
度
中
に
市
が
実
施
す
る

「
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
」
の
利
用

助
成
を
受
け
た
方
（
受
け
る
予
定

の
方
）
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

　

問
国
保
年
金
課

☎
７
１
５
０―

６
０
７
７

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

加
入
者
の
健
康
診
査

【
健
康
診
査
の
対
象
と
な
る
方
】

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

お
よ
び
年
度
内
75
歳
到
達
者

【
受
診
方
法
・
健
診
の
項
目
は
】

⑴
実
施
時
期
・
持
ち
物　

特
定
健

康
診
査
と
同
じ

⑵
費
用　

無
料

⑶
健
診
項
目　

問
診
、
診
察
、
身

体
計
測
（
腹
囲
除
く
）、血
圧
測
定
、

血
液
検
査
、
尿
検
査
な
ど

⑷
健
診
結
果　

健
診
の
結
果
は
、

医
療
機
関
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

　

今
年
度
中
に
市
が
実
施
す
る

「
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
」
の
利
用

助
成
を
受
け
た
方
（
受
け
る
予
定

の
方
）
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

　

問
高
齢
者
生
き
が
い
推
進
課　

☎
７
１
５
０―
６
０
８
０

　

暑
い
日
に
は
熱
中
症
の
予
防
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。
昨
年
は
、
21

人
の
方
が
熱
中
症
に
よ
り
救
急
車

で
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
、
市

内
で
最
高
気
温
（
38
・
2
度
）
を

記
録
し
た
8
月
16
日
に
は
5
人
の

方
が
搬
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

熱
中
症
は
、
急
速
に
進
行
し
急

に
意
識
が
な
く
な
り
死
亡
に
至

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
予
防
に
は
、

水
分
を
よ
く
と
る
、
風
通
し
を
よ

く
す
る
、
睡
眠
を
十
分
に
と
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

な
お
、
日
本
気
象
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ http://w

w
w

.
tenki.jp

）
で
は
熱
中
症
予
防
情

報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

【
救
急
車
の
適
正
利
用
に
も
ご
協

力
を
】

　

こ
と
し
１
月
か
ら
６
月
末
現
在

で
の
救
急
出
動
件
数
は
２
５
９
５

件
で
、１
日
平
均
14
・
３
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
同
時
期
と
同
様

に
す
べ
て
の
救
急
車
が
出
動
す
る

こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
緊

急
に
必
要
な
と
き
救
急
車
を
利
用

し
て
い
ま
す
か
？
救
急
車
の
適
正

利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
消
防
防
災
課

☎
７
１
５
８―

０
１
５
１

　

９
月
１
日
か
ら
、
市
内
11
会
場

で
「
結
核
・
肺
が
ん
検
診
」
を
行

い
ま
す
。
近
年
、
高
齢
者
の
間
で

結
核
に
か
か
る
方
が
増
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
肺
が
ん
は
男
女
と

も
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
早
期
発

見
・
治
療
が
大
切
で
す
。

　

▽
期
日
／
会
場
＝

別
表
参
照
▽
受
付
時

間
＝
9
時
30
分
～
11

時
、
13
時
30
分
～
15

時
▽
対
象
＝
40
歳
以

上
の
市
民
▽
検
査
内

容
＝
胸
部
Ｘ
線
間
接

撮
影
（
無
料
）
※
問

診
結
果
に
よ
り
喀
痰

検
査
あ
り
（
負
担
額

３
０
０
円
）
▽
持
ち

物
＝
健
康
手
帳
（
お

持
ち
で
な
い
方
は
会

場
で
交
付
し
ま
す
）

▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接
検
診
会

場
へ

　

※
過
去
３
年
間
に
結
核
・
肺
が

ん
検
診
を
受
診
さ
れ
た
方
に
は
、

受
診
票
を
送
付
し
ま
す

　

問
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
７
１
５
４―

０
３
３
１

　

ま
だ
間
に
合
う
、
夏
休
み
の
自

由
研
究
！
流
山
の
セ
ミ
の
生
態

に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

　

▽
日
程
＝
8
月
24
日
㈰
▽
時

間
＝
9
時
30
分
～
12
時
▽
会
場

＝
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
▽
対
象

＝
小
・
中
学
生
と
保
護
者
▽
定
員

＝
20
人
（
先
着
順
）
▽
費
用
＝
無

料
▽
持
ち
物
＝
帽
子
着
用
▽
申
し

込
み
＝
電
話
で
博
物
館
へ

　

問
博
物
館

☎
７
１
５
９―

３
４
３
４

博
物
館
子
ど
も
教
室
「
自
然
観
察
」

職場、家族のための
心と身体のケア
　▷日程＝9月18日㈭　▷時
間＝13時30分〜 16時30分　
▷会場＝東葛飾合同庁舎（松
戸市）　▷定員＝100人（先
着順）　▷内容＝①「働き盛
りの男性のメンタルヘルス」
〜職場内・家庭内におけるう
つ病の気づきとその対応につ
いて〜②「女性の心・身体と
漢方」〜家族や自己の健康管
理のために〜　▷費用＝無料
　▷受付期間＝8月18日〜 9
月8日　▷申し込み＝電話で
事前申し込み

健康福祉センターの講演会
問松戸健康福祉センター☎ 047―361―2121

赤ちゃん子ども
救急講演会
　▷日程＝9月11日㈭　▷時
間＝13時30分〜 16時　▷会
場＝東葛飾合同庁舎（松戸
市）　▷対象＝乳幼児の保護
者など　▷定員＝30人（先着
順）　▷内容＝講演「子ども
のSOS ！赤ちゃん子どもの急
な症状」、講習と実技「赤ちゃ
ん子どもの人工呼吸と心臓
マッサージ」　※実技がある
ため動きやすい服装でお願い
します▷費用＝無料　▷受付
期間＝8月18日〜 29日　▷申
し込み＝電話で事前申し込み

期　日 会　　場
9:30～11:00 13:30～15:00

9月1日㈪ 市民総合体育館 思井福祉会館
2日㈫ 保健センター
3日㈬ 東部公民館
4日㈭ 文化会館 保健センター
5日㈮ 江戸川台福祉会館
8日㈪ 松ヶ丘自治会館
9日㈫ 南流山センター
11日㈭ 江戸川台福祉会館 保健センター
12日㈮ 野々下福祉会館 保健センター
16日㈫ 文化会館 保健センター
17日㈬ 南流山センター 保健センター
18日㈭ 北部公民館 老人福祉センター

※駐車場が狭いので、公共交通機関の利用をお願いします

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導

ハローワーク松戸に
マザーズコーナー開設

シルバー人材センター
の学習教室（国語・算数）

実
施
期
間
は
9
・
10
月
の
2
カ
月
間

結
核
・
肺
が
ん
検
診

来
月
１
日
か
ら
市
内
11
会
場
で

夏
本
番
！
熱
中
症
に
ご
注
意
を

予
防
に
は
水
分
や
睡
眠
を
十
分
に
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会議

講座・講演

催し

資格・求人

その他

Conference

Meeting

Qualification and job offer

Others

募集
To-gather

映画・公演
Movie and Performance

Course&Lecture

展示
Exhibition

(傍聴可)

縦覧
Inspection

★ 早 起 き 歩 こう会「 手 賀 沼 迄
ウォーキング、１３km」
　日8月31日㈰　所集合：東武野田線
初石駅前　対市民　受５時４０分〜５時
５５分まで　内６時出発（雨天決行）初石
駅前→高田近隣センター→手賀沼導水
場→道の駅しょうなん（約１３km）※１０
時到着予定、解散　費300円（軽食代)
　持水筒、タオル、帽子、雨具、着替
など（交通費自己負担）　申当日、直接
集合場所へ
　問生涯学習課☎７１５０−６１０６
その借金　解決できます 消費者
被害・多重債務の実態と対策
　 日8月30日 ㈯13時30分 〜15時
30分　所我孫子市けやきプラザホー
ル　定500人（先着順）　講日本弁護士
連合会多重債務対策本部弁護士・宇都
宮健児さん　費無料
　問 我孫子市消費生活センター☎
７１８５−１４６９
海上自衛隊下総航空基地開設記
念行事
　日１０月４日㈯９時〜１６時　所海上
自衛隊下総航空基地（柏市）　内①編隊
飛行、航空機地上展示、フライトシュミ
レーター試乗などのほか模擬店など②
Ｐ−３Ｃ、ＹＳ−１１Ｔの体験搭乗（中学生
以上対象、当選者のみ）※Ｐ−３Ｃ、ＹＳ
−１１Ｔの体験搭乗の応募方法など詳細
は問い合わせを
　問海上自衛隊下総航空基地☎７１９１
−２３２１
千葉自動車保険請求相談センター
の交通事故無料相談
　自動車損害賠償責任保険および任意
自動車保険の請求について、無料相談
を行っています。
　▷電話相談＝毎週月〜金曜９時〜１２
時、１３時〜１７時　▷弁護士相談（予約
制・面談）＝第１・２・３水曜１３時〜１６
時
　問千葉自動車保険請求相談センター
☎０４３−２８４−７９５５

インフォメーション 6

　このコーナーに掲載を希望する方は、掲
載申込書（一部の市内公共施設備え付け、
市ホームページからのダウンロードも可）に
必要事項を明記の上、秘書広報課に提出し
てください。なお、イベント掲載希望者は、
掲載希望号の1カ月前までに提出を。
　問秘書広報課☎７１５０－６０６３

　ミュージックin南流山st.（みんなが元
気・まちが元気ネットワーク主催）＝8月
16日㈯15時〜20時、南流山駅南口広
場※雨天時南流山センター。入場料無

料問武藤☎7150−2104
　第18回運河塾「東京理科大・理窓公
園と利根運河」（利根運河の生態系を
守る会主催）＝8月23日㈯13時30分〜
16時40分、生涯学習センター。資料
代300円（高校生以下は無料）問新保☎
7154−6746
　第10回平和のための戦争展「とうか
つ」（同実行委員会主催）＝8月29日
㈮〜31日㈰10時〜17時、柏市中央
公民館。入場料無料問谷川☎7146−
1667
　第16期保健学校（東葛健康友の会主
催）＝9月1日㈪〜10月6日㈪14時30
分〜16時30分、 東 葛 病 院。 参 加 費
2,000円問加賀谷☎7159−1075
　流山市愛のふれあいチャリティショー

（流山市カラオケ演芸協会主催）＝9月7
日㈰9時30分（開演）〜、文化会館。入
場料無料※来場者に粗品・抽選券あり問
染谷☎7145−3728

　バランスの良いヘルシー料理講習会
（不昧の会主催）＝9月12日㈮10時〜
13時、東部公民館。参加費1,300円問
橋本☎7147−6988
　公募ハイク　紅葉と高所温泉の北八ヶ
岳（かがりび山の会主催）＝10月18日
㈯〜19日㈰１泊２日（本沢温泉泊）。参
加費18,000円（先着20人）問 伊藤☎
7159−8742

　VOCE SPERANZA ヴォーチェ・ス
ペランツァ（ア・カペラ混声合唱）＝毎週
金曜18時30分〜21時。東葛地域の公
共施設など問秋山☎７１４５−９１７６
　和楽会（陶芸）＝毎月2回。さわやかち
ば県民プラザ（柏市）問岩井☎７１５３−
２９２０
　ラスベガスカントリーダンスクラブ（カ
ントリーダンス）＝毎週水曜13時30分
〜15時30分、流山福祉会館問出口☎
７１５９−5595

　カラオケ三ツ輪会（発声とカラオケ）＝
毎月第１・３水曜15時〜17時問千葉☎
０９０−８８７８−２０８８
　詩吟サークル（詩吟）＝毎週水曜10時
〜12時。江戸川台福祉会館問山城☎
７１５３−６５９５
　江差追分会＝毎週木曜19時〜21時・
土曜13時〜15時。思井福祉会館問吉
岡☎７１５９−４０９７
　火曜会（テニス）＝毎週火曜9時〜。
柏の葉庭球場（柏市）問小畑☎７１５９−
６８１０
　赤い靴（簡単なバレエストレッチとジャ
ズダンス）＝毎週火・水曜13時〜15時。
ほっとプラザ下花輪など問宮下☎０８０−
５６７７−４１３５
　王将会（将棋）＝毎週火・金曜9時30
分〜16時30分。主に流山福祉会館問

楜沢☎７１５８−７２７２
　流山かるた会（百人一首かるた）＝第１・
３木曜9時〜12時。主に江戸川台福祉
会館問髙橋☎７１５４−６９０８
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至松戸

至野田

市役所

至三郷中央駅

南流山駅
至新松戸駅

至流山おおたかの森駅

は通行止※

至三郷駅至三郷駅
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JR 武蔵野線

花火大会道路交通規制

当日の交通規制にご協力を流
山

大
会

流山花火大会

タイムスケジュール
11時 開場

12時 オープニング　
流山市立北部中学校太鼓隊の演奏

12時30分
　～13時

流山スターライトオーケストラ（ビッグバン
ド）演奏

14時 元ＮＨＫ歌のお姉さん　特別ステージ
14時40分 元ＮＨＫ体操のお兄さん　特別ステージ

15時15分 こどもフェスタ開始
市内各幼稚園の園児たちによる歌の披露

16時40分 グランドフィナーレ
17時 終了

元 NHK 歌のお姉さん
　竹田えりさん

元 NHK 体操のお兄さん
　小嶋信之さん

　つくばエクスプレス（ＴＸ）開業3周年を迎え、開業記
念日の前日となる8月23日㈯流山セントラルパーク駅前
で、子ども連れの家族が楽しめる音楽あふれる交流広場
が開かれます。市内中学生による和太鼓の演奏に始まり、

ビ ッ グ バ ン ド に よ
る ジ ャ ズ の 演 奏 や、
市 内 幼 稚 園 児 に よ
る 歌 の 披 露 の ほ か、
元 Ｎ Ｈ Ｋ の 歌 の お
姉 さ ん や 体 操 の お
兄 さ ん も 広 場 に き

て子どもたちと遊びます。会場にはフードコーナーや遊
び場コーナーも。夕方には、セントラルパーク駅発の無
料シャトルバスで流山花火大会へどうぞ。
　日時：８月23日㈯12時〜 17時（開場11時）
　場所：ＴＸ流山セントラルパーク駅前
　問マーケティング課☎7150―6308

♬♬ 流山サウンドヴィレッジ2008
未来をになうこどものフェスタ

　日時：８月23日㈯19時〜 20時30分
　※雨天・荒天、河川増水の場合は８月30日㈯に延期
　場所：流山１〜３丁目地先の江戸川堤
　内容：打ち上げ花火（約5,000発）
光と音楽がシンクロする流山スカイミュージカル。関東最大級
のナイアガラ仕掛け花火
　交通：①流山線「流山駅」または「平和台駅」下車徒歩約５分
②ＴＸ「流山セントラルパーク駅」から「流山駅」東口まで無
料シャトルバス運行。バス下車徒歩約５分③ＪＲ・ＴＸ「南流
山駅」同駅前から東武バス「平和台駅前」バス停で下車。徒歩
約５分
　道路交通規制：当日18時〜 21時30分、会場周辺で道路規制
（図参照）あり
　問流山市商工会内花火大会実行委員会事務局☎7158―6111
市商工課☎7150―6085

フィナーレはナイアガラ仕掛け花火

夏休みのしめくくりはイベントで8 23
無料シャトルバスで
花火大会へ
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項目 若葉台 西初石 東初石 青田
①騒音 時間 19 36 9 18
②NO2 日 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）
③SPM 有無 無 無 無 無

④日平均
　交通量

上り 下り 合計
43,557台 44,279台 87,836台

①昼60デシベル・朝夕55デシベル・夜50デシベル
の協定値を超えた時間
②連続した3か月間に日平均値が0.04ppmを超えた日
数(0.06ppmを超えた日数)
③日平均値が0.10㎎／㎥を超えた日が2日以上連続
したことの有無
　問環境政策課☎7150－6083

項目 法・条例に
よる規制値

保証
数値 測定数値

大
気
質

排
出
ガ
ス

硫黄酸化物（ppm） — 10以下 6月 1未満
窒素酸化物（ppm） 250以下 30以下 6月 3
塩化水素（ppm） 430以下 10以下 6月 2未満

ばいじん（㎎ /㎥ N） 80以下 5以下 6月 1未満
水銀（㎎ /㎥ N） — 0.03以下 6月 0.005
ダイオキシン類

（ng－TEQ/㎥ N） 1以下 0.01以下 5月 0.00084

※ダイオキシン類の測定は１カ月間連続してサンプリングし、検査に約２カ月を要す
ることから結果の公表が遅れます
　問リサイクル推進課☎7157－8250

7 インフォメーション

日＝日時　所＝会場・場所　講＝講師　内＝内容　対＝対象　定＝定員　費＝費用
受＝受付期間　持＝持ち物　申＝申込先・申込方法　問＝問い合わせ　★は市主催のもの

第244回
サロンコンサート
▶日時＝8月29日㈮12時15分から
▶場所＝市役所１階ロビー
▶テーマ＝学校演奏会〜輝け流山の子供達！〜
▶曲目／出演校＝①合唱：にわとり一羽、ＣＯＳ
ＭＯＳ／東深井小学校　②合唱：「私が呼吸すると
き」より  耳を澄ませば、NHK学校音楽コンクール課
題曲　この☆のゆくえ／流山小学校　③器楽アンサ
ンブル：フォスターラプソディ（クラリネット5重奏）、
ピザパーティー（金管8重奏）ほか／南部中学校
▶問い合わせ＝流山市音楽家協会・里舘☎
7153－4085

環境
測定
結果

常磐自動車道
（平成20年6月）

クリーンセンター大気質
（平成20年5月・6月）

MUSIC

MUSIC
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講座・講演

催し
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その他
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募集
To-gather

映画・公演
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Exhibition

(傍聴可)

縦覧
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★高校開放「プランターで野菜づ
くり講座」（全2回）
　プランターで葉もの（小松菜、ほうれ
ん草など）野菜づくりをしませんか？
　日9月6日㈯・20日㈯10時〜12時
所流山高校　対市民（家族）　定20組

（先着順）　費600円（教材費）　持軍
手・帽子・タオル・飲み物・移植後手　
申電話で文化会館へ
　問文化会館☎７１５８−３４６２
★メイクアップ講座
　 日9月6日㈯13時30分〜15時30
分　 所障害者就労支援センター　 対

市内在住の障害者手帳をお持ちの方　
定15人（先着順）　費735円（メイク道
具代）　申8月27日までに電話で障害
者就労支援センターへ
　問障害者就労支援センター
☎７１５５−６４２１
★身体障害者のための料理講座
〜身近な道具で楽ちん料理〜
　 日9月9日 ㈫10時 〜13時　 所 南
流山センター　 対身体障害者手帳を
お持ちの方　定20人（先着順）　内メ
ニュー ①たっぷり野菜の冷たいパスタ 
②ビシソワーズ③プルプルデザート　
費700円程度（材料費）　申9月1日ま
でに電話またはFAXで身体障害者福祉
センターへ
　問身体障害者福祉センター
☎7155−3638 ＦＡＸ 7153−3437
★文化会館のパソコン講座
　文化会館を会場に各種パソコン講座
を行います。
①ステップアップⅡ（ワード中級）講座

（全２回）
　日９月１０日㈬・１１日㈭９時３０分〜
１２時　対ワード初級修了程度の方　
定２０人（多数抽選）　内図や表などの
入ったチラシ作成を学ぶ　費３，０００円

（テキスト代）　持筆記用具
②ワード中級講座（全２回）
　日９月１１日㈭・１２日㈮１３時３０分
〜１６時３０分　対パソコン入門･ワード
初級修了程度の方　定２０人（多数抽
選）　内ワードの編集操作とイラストや
表を使った案内状の作成 　費２，０００円

（テキスト代）　持筆記用具

③パソコンによるデジカメ編集講座（全
２回）
　日９月１８日㈭・１９日㈮１３時３０分
〜１６時３０分　対マウス操作のできる
方　定１5人（多数抽選）　内デジカメ
の撮り方からパソコンによる編集加工
まで　費２,500円（テキスト代）　持筆
記用具
　申往復はがきに、講座名、住所、氏名、
年齢、電話番号、返信用に宛名を明記
の上、８月２５日（必着）までに〠２７０−
０１７６流山市加１−１６−２文化会館へ
　問文化会館☎７１５８−３４６２
★EM菌を使う生ごみ堆肥づくり
入門編
　自宅でできるEM菌を使った生ごみ堆
肥づくりをお教えします。
　 日9月18日㈭10時〜12時　 所リ
サイクルプラザ・プラザ館　対市民　
定30人（先着順）　費無料　持筆記用
具　申８月22日までに電話でリサイク
ル推進課へ
　問リサイクル推進課☎７１５７−
８２５０
生涯学習センターの講座・イベン
ト
　生涯学習センターで行われる各種講
座とイベントです。
①第三回流山市小・中学生写真展の作
品募集
　▷募集期間＝８月１６日㈯〜9月5
日㈮　対流山市内の小・中学生（隣接
の松戸・柏・野田市内可）
②トランプサイズの油絵　１日体験講
座
　 日８月２１日㈭10時〜１２時３０分
　費1,000円（材料費含む）　定２０人

（先着順）
③男性のためのアロマセラピー講座
　 日８月22日㈮①14時〜15時30
分 ま た は ②19時 〜20時30分　 費

2,500円（材料費含む）　定各15人
④墨彩画教室
　日9月2日〜3月17日（第１・第３火
曜、ただし10月は第２・第３火曜）10
時 〜12時　 費14,000円（ 全14回 ）
　定10人（先着順）
⑤楽しい人生を唄う　鐵由美子　オペ
ラ・アリア・コンサート
　日９月６日㈯13時30分〜15時（開
場13時）　費前 売 り1,500円・当日

2,000円　定300人（先着順）
⑥体にやさしい穀物菜食料理教室
　日9月16日・10月21日・11月18日・
12月16日・1月20日の火曜10時〜
13時　費10人（先着順、5人以上で
開講）　定9,000円（全5回・材料費含む）
⑦東京ディズニーシー撮影会とフォトコ
ンテスト
　日９月１７日㈬雨天決行（9月10日申
し込み締切）　費2,500円（入園料は
各自負担）　定なし　対一般
　申 問生涯学習センター☎７１５０−
７４７４
詩吟教室（㈳流山市シルバー人材セン
ター・下花輪福祉会館共催）
　日9月6日・20日、10月4日・18日、
11月1日・15日の土曜13時30分〜
15時　所ほっとプラザ下花輪　定10
人（先着順）　費300円（全６回）　申直
接ほっとプラザ下花輪へ
　問ほっとプラザ下花輪☎７１５０−
４１２６
千葉第22期災害救援ボランティ
ア講座
　日 所9月18日㈭・22日㈪千葉県消
防学校（千葉市中央区仁戸名町）、9
月19日㈮千葉市消防局（千葉市中央
区長洲）　※修了証授与式10月４日
㈯千葉市文化交流プラザにて　費1人
１３,９００円（学生９,９００円）
　問災害救援ボランティア推進委員会
☎03―３５８４―４０８５
Vista・XPのパソコン講座（㈳流
山市シルバー人材センター主催）
　毎週土曜はVista版（Word2007・
Excel2007）、 日 曜 はXP版（Word
2003・Excel2003）での講座です。
　日受講コース：①第1週土・日曜：パ
ソコン入門②第２週土・日曜：ワード基
礎③第3週土・日曜：ワード応用④第4
週土・日曜：エクセル・インターネット9
時〜16時　所流山市シルバー人材セン
ター　対市内在住の中高年の方　定各
日6人（先着順）　費3,000円　持筆記
用具　申往復ハガキに受講コースと希
望日、住所、氏名、電話番号、返信用
に宛名を明記し〠270−0114流山市
東初石3−103−18流山市シルバー人
材センターへ
　問㈳流山市シルバー人材センター☎
７１５５−３６６９

会議

講座・講演

催し

資格・求人

その他

Conference

Meeting

Qualification and job offer

Others

募集
To-gather

映画・公演
Movie and Performance

Course&Lecture

展示
Exhibition

(傍聴可)

縦覧
Inspection

★第１７回流山ロードレース大会
ボランティアスタッフを募集
　10月12日㈰に行われるロードレー
ス大会のボランティアスタッフを募集し
ます。
　▷応募資格＝１８歳以上(高校生を除
く)の一般男女　▷内容＝給水所スタッ
フ、コース整理員など　▷事前説明会
＝８月３１日㈰１５時から、市民活動推
進センター（生涯学習センター内３階）
　申８月２９日までに電話でＮＰＯ法人
市民助け合いネットへ
　問同法人☎７１５３−５７３３（土曜（午
後）・日曜・祝日を除く９時から１７時ま
で）

会議

講座・講演

催し

資格・求人

その他

Conference

Meeting

Qualification and job offer

Others

募集
To-gather

映画・公演
Movie and Performance

Course&Lecture

展示
Exhibition

(傍聴可)

縦覧
Inspection

★都市計画審議会
　日8月27日㈬14時30分から　 所

市役所　内流山都市計画生産緑地地
区の変更、都市施設の変更・廃止につ
いて
　問都市計画課☎7150-6087
★男女共同参画審議会　　　
　日８月２８日㈭１０時から　所市役所
内第2次男女共同参画プランの策定に
ついてほか
　問企画政策課☎７１５０−６０６４
★国保運営協議会
　日８月２９日㈮１３時１５分から　所

市役所　内平成１９年度国民健康保険
特別会計決算など
　問国保年金課☎７１５０−６０７７
★産業振興審議会
　日８月２９日㈮１４時から　所市役所
内産業振興施策等について
　問商工課☎７１５０−６０８５

会議

講座・講演

催し

資格・求人

その他

Conference

Meeting

Qualification and job offer

Others

募集
To-gather

映画・公演
Movie and Performance

Course&Lecture

展示
Exhibition

(傍聴可)

縦覧
Inspection

★江戸川台東４丁目地区地区計
画の決定に係る関係図書の縦覧
　▷縦覧時間＝8時30分〜17時20分
所都市計画課　内８月８日付で決定し
た江戸川台東４丁目地区地区計画の関
係図書の縦覧
　問都市計画課☎７１５０−６０８７

information
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市の人口と予算
（　）内は前月比／前年同月比【人口・世帯】

【予算】

合計
男
女
世帯

一 般 会 計
特別・企業会計

＝
＝
＝
＝

＝
＝
389億3,562万6千円
352億5,136万8千円

（＋
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人
人
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毎月1日・15日発行
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直
接
選
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送
り
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さ
い
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林
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流
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市
江
戸
川
台
西
４―

１
０
９
宮
田
方
）

【
評
】
一
句
目　

句
の
仕
上
が
り
の
さ
わ
り
が
快
い
。
静
か
な
夜
の
し
じ
ま
を
、
雨
音
と
今
年
竹
の
合
奏

が
破
る
と
い
う
よ
り
擽
る
と
い
う
感
じ
で
あ
る
。　

二
句
目　

ス
ポ
ー
ツ
特
に
野
球
少
年
の
懸
命
な
鍛

練
の
姿
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
。
玉
の
汗
が
尊
い
心
身
の
高
揚
に
繋
が
っ
て
ゆ
く
。　

三
句
目　

た
か

が
金
魚
玉
の
内
の
事
柄
だ
が
、
ど
う
も
人
間
社
会
の
悪
い
面
の
日
常
生
活
と
二
重
写
し
と
な
る
。
ペ
ー

ソ
ス
と
諧
謔
が
同
居
し
て
い
る
絵
柄
。　

四
句
目　

少
女
の
心
中
と
立
姿
が
、
寂
し
く
想
像
さ
れ
る
。

青
葉
若
葉
の
中
の
廃
校
舎
で
あ
り
、
思
い
出
の
場
で
あ
る
。　

五
句
目　

画
面
一
杯
に
俳
味
の
ユ
ー
モ

ア
が
満
ち
溢
れ
て
い
る
。
猫
が
畳
で
伸
び
て
い
る
格
好
は
赤
塚
不
二
夫
世
界
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
の
味
付
け

か
も
。
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（
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【
評
】
戸
谷
氏　

戦
争
体
験
を
さ
れ
た
方
が
貴
重
な
体
験
を
作
者
自
身
の
こ
と
と
歌
っ
て
お
り
、
印
象
的
で
あ
る
、

技
巧
的
な
も
の
が
全
く
な
く
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
思
い
の
た
け
の
表
白
に
爽
や
か
な
速
球
が
出
さ
れ
た
。
日
常
の

言
葉
が
、い
き
い
き
と
時
空
を
超
え
て
心
に
泌
み
こ
み
、深
く
共
鳴
さ
せ
ら
れ
た
。　

浅
井
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遠
浅
の
海
辺
か
、

砂
浜
か
、
け
だ
る
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ま
ぶ
し
い
太
陽
に
さ
ら
さ
れ
て
、
徐
々
に
日
没
が
横
た
わ
っ
て
く
る
。
す
が
り
つ
く
も
の

の
な
い
ひ
る
が
ほ
心
細
げ
に
ゆ
れ
て
い
る
。
淡
い
ピ
ン
ク
の
群
落
わ
が
意
の
如
く
動
き
を
な
せ
り
。　

白
坂
氏

　

彼
岸
花
の
生
態
が
や
や
寂
し
い
。
ま
っ
黄
色
な
向
日
葵
を
沢
山
束
ね
て
、
花
瓶
一
杯
に
活
け
る
。
終
句
「
ゴ
ッ

ホ
の
ひ
ま
わ
り
」
据
え
て
見
る
と
景
色
が
如
何
様
に
も
変
わ
っ
て
く
る
。
ひ
ま
わ
り
と
い
え
ば
ゴ
ッ
ホ
の
如
く
。

夜
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ま
破
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竹
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く
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新
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つ
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夏
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来
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蒸
暑
し
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畳
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伸
び
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い
つ
ま
で
泥
の
中
で
も
が
い
て
い
る
ん
だ

―
―

あ
れ
、
ど
こ
か
で
聞
き
覚
え
の
あ
る
声
だ

見
て
ご
ら
ん

満
開
の
花
の
薫
り
を
嗅
い
で
い
た
ら
、
羽
根
ま
で
赤
く
染
ま
っ
て

夏
の
空
を
、
こ
ん
な
に
自
由
に
翔
っ
て
い
る
の
が
見
え
な
い
か

―
―

い
や
ー　

そ
ん
な
世
界
が
あ
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な
ん
て

　
　

今
の
ぼ
く
に
は
ど
う
し
て
も
信
じ
ら
れ
な
い

　
　で

も
ね
、
暗
い
ト
ン
ネ
ル
の
中
で
も
、

向
こ
う
に
わ
ず
か
に
光
が
見
え
る
だ
ろ
う

そ
こ
に
向
か
っ
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走
っ
て
来
な
さ
い

あ
な
た
が
出
口
を
探
し
て
出
て
く
る
ま
で

わ
た
し
は
、
枝
先
に
止
ま
っ
て
待
っ
て
い
る
か
ら

【評】イソップに始まり、動物の話は私たち人間に向けられた寓話
である。どんなに苦しい状況に置かれても、どこかに救いは必ず
ある。雛が卵の殻を自分で割って生まれ出るように、自分で見つ
け出さなければならない。親は手を差し伸べずに待つ忍耐が必要
なのだろう。できるのは声をかけることだけだ。この詩はそう語っ
ている。

　７月23日、消防長室で、建物火災に
おける人命救助を行った２人の市民の方
へ感謝状が贈られました。
　感謝状の贈呈を受けたのは、井上昭
清さん、弘子さん夫妻。
　井上さん夫妻は、６月17日に市内で
発生した建物火災において、適切かつ
有効な人命救助活動や初期消火活動を
行ったとして表彰を受けました。
　大越一夫消防長は「自らの危険を顧み
ず、人命救助に尽くされた後、初期消火
活動や隣接する建物への延焼防止を図
るなど、臨機応変・迅速な対応が図られ
たことに心からお礼申し上げます」と井上
夫妻の功績をたたえました。

建
物
火
災
で
人
命
救
助

井
上
昭
清
さ
ん
、弘
子
さ
ん
夫
妻
に
感
謝
状

　現在、市の公園10カ所、市民の森17カ所を借地
により開設しています。市では、これらの借地を市
が買い取ることなどを目的に「流山市ふるさと緑の
基金」を設置しています。
　「流山市ふるさと緑の基金」の平成19年度末残高
は、市民の皆さんの寄付などにより、2億3,729万9
千円となっています。近年、相続など地権者の事情
により、借地を継続できなくなる場合がありますが、
残念ながら基金の残高では買い取ることができない
状況にあり、基金を増やす必要があります。
　公園や市民の森を少しでも多く残すため、市では
今後も同基金への積み立てを行い、市民の皆さんへ
寄付を募っていきます。ぜひ、「流山市ふるさと緑
の基金」にご協力をお願いします。なお、基金への
寄付は税控除の対象になります。
　問みどりの課☎7150‒6092

公園や市民の森を残すために

ボランティアスタッフを募集
　第30回流山市民まつりを、11月1日
㈯、市総合運動公園をメイン会場として
開催します。また、福祉まつり、健康ま
つりも同時開催します。
　大人から子どもまで楽しめるさまざま
なイベントを用意し、皆さんのご来場を
お待ちしています。
　昨年の市民まつりは、会場の準備、実
施から会場の撤去まで、実行委員をはじ
め、市内各種団体、個人参加の方など多
くのボランティアに支
えられ行われました。
　ことしも市民手づく
りの市民まつりを実施
するため、スタッフと
して参加していただく
ボランティアを募集し
ます。

　日時／内容：
○10月31日㈮10時～12時／会場設営
○11月1日㈯9時～16時／案内、場内整
備、駐輪場の整理など 
○11月2日㈰9時から／会場撤去、清掃
　申し込み：コミュニティ課備え付けの
申し込み用紙（市ホームページからのダ
ウンロードも可）に必要事項を明記し、
9月16日（必着）までに〠270‒0192流山
市役所コミュニティ課へ郵送または持
参。　※ファクスでの申し込みも可。ボ

ランティアは初め
てという方も大歓
迎。お気軽にお問
い合わせください
　問コミュニティ
課
☎7150‒6076
ＦＡＸ 7150‒3309

流
山
市
民
ま
つ
り

11
月
１
日
に
開
催

第30回

　7月30日、八木南地区社会福祉協議会（鈴木恵津
子会長）の主催による「かかし作り」が八木南小学校の
校庭で行われました。地域の方々と八木南小学校（壽
江島廣男校長）の児童たちが、触れ合いながらかかし
を作り、田んぼに立てることで、稲作への理解と地域
の交流を深めようと行われたもので、同校の１〜6年生
９０人と地区社協の会員や保護者など３５人が参加しま
した。
　材料は、竹の棒や古着、麦わら帽子、軍手など。地
区社協の皆さんが用意してくださったものです。竹の
棒を十字に組んで骨格を作り、古着を着せ、頭は新聞
紙をレジ袋に入れ丸くかたどりました。「もう少し太ら
せたほうが」、「ネクタイをさ
せよう」、「手に刀を持たせた
らかっこいい」など、子どもた
ちのアイデアは無尽蔵です。１５グループに分かれた
子どもたちは、それぞれ2体のかかしを約1時間かけ
て作り、３０体のかかしが校庭にずらりと並びました。
　出来上がったかかしを前に富田大喜君（５年）は、「友
だちや地域の方と一緒にかかし作りができて楽しかっ
た。新学期になって通学途中に見るのが楽しみです」と
満足そうでした。学校の周りの田んぼに立てられたユ
ニークなかかしたちは、秋になって稲刈りが行われるま
で田んぼの稲穂を見守り続けます。

八木南小でユニークなかかし作り
地域の方と児童が触れ合いながら


